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「
ワ
ン
ウ
ェ
イ
プ
ラ
削
減
に
向
け
て
、
マ

イ
ボ
ト
ル
推
奨
の
た
め
県
の
施
設
へ
給
水
機

を
設
置
、
積
極
的
に
取
り
組
む
姿
勢
を
ア

ピ
ー
ル
し
県
内
自
治
体
を
牽
引
し
て
ほ
し

い
」
と
い
う
環
境
・
平
和
委
員
会
か
ら
の
意

見
に
対
し
て
、
環
境
農
政
局
資
源
循
環
課
課

長
の
田
中
氏
よ
り
、
2
0
2
0
年
3
月
に
出

さ
れ
た
『
か
な
が
わ
プ
ラ
ご
み
ゼ
ロ
宣
言
　

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
』
に
つ
い
て
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は

①
ワ
ン
ウ
ェ
イ
プ
ラ
の
削
減

②
プ
ラ
ご
み
の
再
生
利
用
の
推
進

③
ク
リ
ー
ン
活
動
の
拡
大

の
3
つ
が
柱
と
し
て
打
ち
出
さ
れ
て
い

ま
す
。
①
・
②
に
つ
い
て
、
左
記
の
2
点

が
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

▼
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
が
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に

再
生
さ
れ
る
仕
組
み
づ
く
り
を
、
清
涼

飲
料
製
造
事
業
者
や
ご
み
処
理
・
再
生

事
業
者
、
市
町
村
と
連
携
し
て
推
進
す

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
点

▼
ボ
ト
ル
本
体
・
ラ
ベ
ル
・
キ
ャ
ッ
プ

の
3
分
別
回
収
の
徹
底
と
回
収
か
ら

処
理
ま
で
の
効
率
ア
ッ
プ
が
課
題
と

な
っ
て
い
る
点

前ページの意見書提出に先立ち、神奈川ネットワーク運動※1／佐々木ゆみこ
県議会議員のコーディネートで、8/24・8/27に県の担当部署と意見交換を行
いました。その中から、環境・平和委員会が担当したワンウェイプラスチック
(以下、ワンウェイプラ)※2削減の意見交換について報告します。

　※1 地域から市民・女性がつくる政治を目指す地域政党
　※2 ストロー・ペットボトル・トレイなど、一度だけ使用し廃棄するプラスチック製のもの

生活クラブ神奈川の環境・平和運動を推進する
専門委員会。各地域生協理事会から選出され
たメンバーで構成され、神奈川の共通政策の決
定・推進、関連する学習会や見学会の開催、各
地域生協の活動共有などを行っています。

生
活
ク
ラ
ブ
神
奈
川
と
し
て
は
、
ま
ず
は

 

ワ
ン
ウ
ェ
イ
プ
ラ
の
リ
デ
ュ
ー
ス     

（
削
減
）
を
す
す
め
て
ほ
し
い
こ
と

ま
た
「
③
ク
リ
ー
ン
活
動
の
拡
大
」
に
つ

い
て
は
、
河
川
や
海
岸
で
の
ク
リ
ー
ン
活

動
を
計
画
し
て
い
る
組
合
員
組
織
も
あ
る

た
め
、

 

回
収
し
た
ご
み
の
処
理
を
担
う

 

市
町
村
を
増
や
し
て
ほ
し
い
こ
と

な
ど
、
多
く
の
県
民
が
参
加
し
や
す
く
な
る

こ
と
に
期
待
す
る
旨
を
伝
え
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
機
に
県
の
動
き
に
つ
い
て
学
び
、

今
後
も
そ
の
進
捗
を
確
認
し
つ
つ
必
要
な
タ

イ
ミ
ン
グ
で
意
見
を
提
出
し
て
い
け
る
よ

う
、
市
民
政
策
提
案
活
動
を
継
続
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

生
活
ク
ラ
ブ
神
奈
川

環
境
・
平
和
担
当
副
理
事
長

桜
井 

薫

環境・平和委員会について
報
告

　
上
記
の
生
活
ク
ラ
ブ
神
奈
川
の
活
動
の

ほ
か
、
各
地
域
生
協
で
は
組
合
員
の
参
加

で
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
・
ま
ち
歩
き
で
問

題
発
見
を
行
い
、
子
育
て
・
介
護
、
学
校

給
食
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
地
域
の
居
場
所
な

ど
に
つ
い
て
の
提
案
活
動
を
し
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
組
合
員
・
市
民
が
参
加

す
る
活
動
は
、
地
域
で
生
活
す
る
多
様
な

個
人
が
暮
ら
し
や
す
い
社
会
を
考
え
、
議

論
す
る
良
い
機
会
に
な
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
政
策
提
案
活
動
が
大
事
な
の

は
、
自
治
体
が
新
た
な
政
策
を
開
発
す
る

場
で
あ
る
か
ら
で
す
。
地
域
の
市
民
の

ニ
ー
ズ
は
日
々
変
化
し
、
ま
ち
も
変
わ

9/8、「くらし安全防災局  消費生活課」職員と意見交換の後、意見書を提出しました

左：篠崎理事長／右：秋山神奈川県
くらし安全防災局消費生活担当部長

手前：県の担当者／奥中央：桜井副理事長　
生活クラブのグリーンシステムもアピールしました

り
、
自
治
体
の
政
策
は
変
動
し
ま
す
。
自

治
体
の
政
策
は
、
市
民
に
よ
る
決
算
・
予

算
の
検
討
や
継
続
的
な
政
策
提
案
に
よ

り
、
よ
り
良
い
も
の
に
な
り
ま
す
。
「
継

続
は
力
」
で
す
。
生
活
ク
ラ
ブ
神
奈
川
は

毎
年
着
実
に
地
域
の
問
題
解
決
の
た
め
の

活
動
を
継
続
し
て
い
ま
す
が
、
自
治
体
で

政
策
を
実
現
す
る
た
め
に
も
、
自
治
体
行

政
・
自
治
体
議
会
と
の
対
話
を
積
み
重

ね
、
地
域
の
市
民
や
N
P
O
・
団
体
と
の

連
携
を
さ
ら
に
拡
げ
る
こ
と
が
課
題
と
な

り
ま
す
。

　
市
民
政
策
提
案
活
動
と
は
、
組
合
員
活
動

か
ら
見
え
た
様
々
な
課
題
を
地
域
（
社
会
）

の
課
題
と
し
て
捉
え
、
行
政
に
意
見
・
要
望

と
し
て
届
け
る
こ
と
。
自
治
体
の
政
策
や
予

算
を
、
ど
こ
に
・
ど
の
様
に
使
う
か
は
私
た

ち
の
日
々
の
暮
ら
し
に
深
く
関
わ
る
た
め
、

生
活
ク
ラ
ブ
神
奈
川
や
各
地
域
生
協
は
、
よ

り
良
い
政
策
が
行
わ
れ
る
よ
う
働
き
か
け
て

い
ま
す
。

　
私
た
ち
が
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
（
持
続
可

能
）
な
地
域
社
会
を
つ
く
る
に
は
、
市
民
の

自
律
・
連
帯
・
共
同
に
よ
る
実
践
と
あ
わ
せ

て
、
自
治
体
の
政
策
が
果
た
す
役
割
が
重
要

で
す
。
行
政
に
お
任
せ
す
る
の
で
は
な
く
、

お
お
ぜ
い
の
組
合
員
が
関
心
を
持
ち
積
極
的

に
政
策
提
案
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
地

域
の
課
題
解
決
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

生
活
ク
ラ
ブ
神
奈
川
　
理
事
長

篠
崎 

み
さ
子

一
人
ひ
と
り
が
、
心
豊
か
に

暮
ら
し
続
け
ら
れ
る

政
治
で
あ
る
た
め
に

意見書の概要
1．農業・農地・食を守り促進するため　 の提案
2．省エネルギーの推進・再生可能エネ　  ルギーの導入促進に向けた提案
3．災害多発時代に対応できる、長期停　 電に強いまちづくり推進を求めるた
     めの提案
4．ワンウェイプラスチック削減を推進　  　 するための提案
5．生活困窮者支援を推進する提案
6．核兵器廃絶に向け、県からの発信を              強めるための提案

※それぞれの提案は関連する部署に渡 
    され、回答をいただく予定です

私
た
ち
の
声
を

　
　
　
　

ま
ち
づ
く
り
へ

　
環
境
・
平
和
委
員
会
で
取
り
組
む

内
容
は
、
た
く
さ
ん
の
人
が
行
動
す

る
こ
と
で
実
現
で
き
る
も
の
で
す
。

今
回
の
意
見
提
出
に
あ
た
っ
て
は
、

神
奈
川
の
組
合
員
み
ん
な
の
思
い
を

伝
え
る
と
い
う
気
持
ち
で
取
り
組
み

ま
し
た
。
生
活
ク
ラ
ブ
も
自
治
体

も
、
目
指
し
て
い
る
も
の
は
「
サ
ス

テ
イ
ナ
ブ
ル
（
持
続
可
能
）
な
社

会
」
の
実
現
で
す
。
組
合
員
の
声
を

形
に
し
て
い
く
こ
と
は
、
私
た
ち
に

と
っ
て
次
の
活
動
へ
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
に
も
な
り
ま
す
。
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
、
私
た
ち

の
提
案
を
ぜ
ひ
活
か
し
て
欲
し
い
と

思
い
ま
す
。

さ
が
み
生
活
ク
ラ
ブ

渋
谷 

裕
子

『かながわプラごみ
ゼロ宣言』

市
民
政
策
提
案
活
動
を

継
続
す
る
理
由

市民政策提案連絡協議会
アドバイザー

早稲田大学名誉教授
坪郷 實

 

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
先
生
か
ら

エネルギーの生産者紹介をメインに、リユース、平和活動などに
ついて取り上げます。

このコーナーでは、生活クラブ神奈川が取り組む活動について紹介しています

詳しくはHPへ
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くらしに役
立つ生活クラブの

情報をお
届けします♪

問
合
せ

☎045-620-0734（月～金：9：30～18：30）
　  kurashi.support@s-club.coop

　W.Co　Lavoriが担う、組合員限定の家事代行サービス「生活クラブ・くらし
サポート」。自宅に伺うサービスだからこそ、組合員の「困った……」が見える
ことも。そんなとき、地域の様々な団体・機能を紹介しています。くらしサポー
トを通じて組合員の生活が豊かになっていく例をご紹介します。

　「娘の離乳食に、放射能や農薬の不安がな
い安全な食べ物を目で見て選びたい！」と探し
ていたところ、デポーを見つけました。実は消
費材で育った私、大好きだった味を思い出し
たのと、生協では生活クラブの基準が一番厳
しいと聞いて加入しました。

　今暮らしている地域は主人の地元で、知り合いがほと
んどいませんでした。娘と二人、家にいることばかりで
煮詰まっていましたが、デポーの企画に参加したことが
きっかけで世代問わずたくさんの方と知りあうことに。
いつの間にか運営する側へ回り、楽しいことも大変なこ
とも子育てしながら一緒に活動したことで、“知り合い”
が“友人”になりました。娘も私もみんなで成長し、「行く
場所」ができて世界
が広がったんじゃな
いかなと思います。

加入のきっかけを教えてください

生活クラブに加入して、
くらしに変化はありましたか？

＊ビオサポ：生命を意味する「BIO」と
「美を」をかけ、生命力にあふれた健
康な食生活をサポートしていく、と
いう意味の生活クラブの造語

ビオサポレシピサイト→

❶米は研いで水気をきり、
炊飯器の内釜に、米・★・
軽く油を切ったまぐろ油
漬缶を入れる。水を2合
の目盛りまで加えたら、
軽く混ぜ炊飯する。

情報
レシピといっしょに「ビオサポ」関連
情報（栄養素など）を紹介します。

炭水化物は、体や脳のエネルギー
源として利用されます。農水省「食
事バランスガイド」によると、12
歳～69歳の女性で身体活動量が
普通以上の方は、中盛りごはん
（150g）3～4杯が一日の適量。
話題の糖質制限ダイエット、エネ
ルギー不足で疲れやすくなってい
ませんか？

◆米 ……………………… 2合
◆まぐろ油漬缶 ……1缶(70g)
◆マヨネーズ ………………  大さじ1
★万能つゆ …………………  大さじ3
★素材まるごと
　顆粒和食だし……………  大さじ3
★塩………………………  小さじ1/2

材料 (2合分)

詳しくはHPへ

家事代行
サービス たすけあいたすけあいくら

しサポ
ートがつなぐ

作り方

生活クラブ・くらしサポート

ブロッコリーとツナのご飯

女性のごはんの適量は
「中盛り 3 ～ 4 杯」！

● 2016年3月加入

湘南　ちがさきデポー
青木 美穂さん

2位 万能つゆ

絶対的に美味しい！
食が細い娘＆味音痴な
夫も、何も言わなくても
生活クラブのお肉と当て
る事ができて、本当によ
く食べてくれます。

1位 豚バラスライス

お片付け・お掃除・お料理など、組合員限定家事代行サービス

福祉クラブ生協は1989年、日本初
の 「福祉専門生協」として設立しま
した。地域の中で育んできた人間関
係を保ち、たすけあいながら自分ら
しく暮らすという 『在宅福祉』の充実
を目指し、実践しています。

※エッコロ共済に100円 /月をプラスして加入できる、
「日々の暮らしのちょっとした『困った』」をみんなで
支える仕組み

私 と 生活クラブ

なつめ
1日3粒食べると良いと
聞き、小腹が空いた時
に食べています。ポット
に4～5個ちぎってお湯
を注いで「なつめ茶」
に。優しい甘さでホッ
とします。

市村さん
福祉クラブ生協
食事サービスW.Coキッチンかまくら

夏のそうめんには必須！
違うつゆだと娘が食べま
せん。嫌な甘さがなく使
い勝手が良いので、めで
たく大瓶(900ml)買いへ
昇格、一夏で3本ほど消
費しました。

3位

「デポーは〇〇ちゃん
ママじゃなく、私が私
らしくいられる自慢の
場所！」と笑顔で話し
てくれました。

おかずが少ないときの救世主

❷ブロッコリーはよく洗って
粗みじん切り、耐熱容器
に入れふんわりとラップ
をかけて、電子レンジで
500W/3分間加熱する。

❸ご飯が炊き上がったら、❷のブロッコリーと
マヨネーズを加え軽く混ぜて器に盛る。

寺尾さん　W.Co Lavori

寺尾さん
W.Co Lavori

Hさん

バトンタッチ

毎週2回お弁当を届けてもら
い、 すごく楽になりました。
色彩豊かで、 食べても胃に
やさしいんです。
移動サービスは家の前まで迎
えに来てくれるし、 診察が終
わるのを待ってくれているから
とても助かります。

お弁当を手渡しする際に
ご様子も伺いますが、
ちょっとした時間でも、
いつもと違うかどうかは分か
ります。 安否確認にもなるた
め、 一人暮らしの方は特に
安心されます。

9月で90歳になった Hさん、 今後はエッコロプラス※
にもお繋ぎできたらと思います。 そのためにまず私が
サポーター登録をしてみました！

Hさん：90歳／鎌倉在住・一人暮らし
　　　　くらしサポート利用者
利用歴：約2年 (月1回／5時間2人体制 )
その他の利用サービス：ヘルパーさん週2回、
　　　　　　　便利屋さんで庭の手入れなど

食事を作るのが億劫……何かいい
方法はないかしら？
あと病院の帰りはタクシーを利用して
いるけど、 帰りが遅いとタクシーもな
くなっちゃって。 Lavoriさんに付き添
いをお願いできない？
一人では不安な時もあるのよね。

食事サービス「W.Coキッチンかまくら」 
移動サービス「W.Coらら・むーぶ・かまくら」 

Lavoriから

このあたりは福祉クラブが
あるので、 食事サービスを
利用すると便利だと思いま
す。 生活クラブと同じ食材
で調理しているので安心で
すよ。 せっかく加入されるの
であれば、 移動サービスも
使ってみたらどうでしょうか。

福祉クラブの
へ

利用条件対象の加入者がサポートを申し込むと、地域
のコーディネーターが、手助けしてくれる「サポーター」
を探します。実際のサポート活動には参加しなくても、
賛同者として仕組みを支える加入者もおおぜいいます。

デポーで取り組み ！



人のつながりが生む

申し込み、団体・記事全体に関する問い合わせ

健康・医療推進協議会　事務局
(オルタスクエア(株)内／保原)

オ
ル
タ
ス
ク
エ
ア(

株)

漆
喰
D
I
Y
で
、

つ
な
が
り
づ
く
り

　
本
物
の「
漆
喰
」に
は
調
湿
・
空
気
清

浄
、さ
ら
に
カ
ビ
・
ウ
イ
ル
ス
を
抑
制
す

る
力
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
生
活

ク
ラ
ブ
生
活
館
・
介
護
W
・
Co
の
フ
リ
ー

ス
ペ
ー
ス
・
N
P
O
運
営
の
居
場
所
・
天

然
酵
母
の
パ
ン
屋
な
ど
で
、
大
勢
の

D
I
Y
に
よ
る
漆
喰
塗
り
を
サ
ポ
ー
ト

し
て
き
ま
し
た
。
み
ん
な
の
集
ま
る
場

所
が
、
み
ん
な
の
D
I
Y
で
、
空
気
の

綺
麗
な
心
も
体
も
安
ら
ぐ
場
所
に
な
っ

て
ほ
し
い
で
す
。統

括
部
長　
山
田 

孝
志

戸手生活館での大勢の漆喰DIY（2019年5月）

あんず薬局での相談風景

W
・
Co
あ
ん
ず

地
域
で
頼
ら
れ
る
存
在

　
新
型
コ
ロ
ナ
は
、日
頃
か
ら
健
康
に

配
慮
し
て
過
ご
し
て
き
た
組
合
員
の

暮
ら
し
に
も
影
響
が
あ
る
よ
う
で
す
。

　
「
生
活
の
中
で
自
然
治
癒
力
を
高
め

る
方
法
を
教
え
て
！
」「
病
院
や
薬
に

頼
る
前
に
セ
ル
フ
ケ
ア
で
健
康
維
持

が
で
き
る
か
し
ら
？
」と
い
う
ご
質
問

を
い
た
だ
き
ま
す
。漢
方
と
ハ
ー
ブ
の

あ
ん
ず
薬
局
を
開
局
し
て
四
半
世
紀
。

お
役
に
立
て
る
嬉
し
さ
と
と
も
に
、皆

さ
ま
の
健
康
の
自
主
管
理
に
寄
り
添

う
責
任
を
感
じ
ま
す
。地
域
で
健
康
に

暮
ら
し
て
い
く
た
め
の
提
案
を
続
け

て
い
き
ま
す
。

理
事
長　
山
岸 

香

組
合
員
と
の
つ
な
が
り
を

地
域
の
中
で

自
分
の
体
を
知
り
、

自
分
に
合
っ
た

健
康
・
医
療
法
を
見
出
す

地
域
の
活
動
を
、

組
合
員
と
と
も
に

　
日
本
に
は
家
庭
や
地
域
の
生
活
の

知
恵
を
ベ
ー
ス
と
し
た
、
自
前
の
健

康
文
化
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
核

家
族
化
や
人
と
の
つ
な
が
り
が
希
薄

に
な
っ
た
こ
と
か
ら
伝
え
合
う
場
面

が
減
り
、「
知
恵
」
が
廃
れ
か
か
っ
て

い
ま
す
。
次
々
と
出
回
る
健
康
情
報

に
、
根
拠
が
わ
か
ら
な
い
ま
ま
振
り

回
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
食
・
健
康
・
医
療
の
専
門
知
識
を
持

つ
健
康
関
連
団
体
で
形
成
さ
れ
る

「
健
康
・
医
療
推
進
協
議
会
」
は
、
組

合
員
の
健
康
的
な
暮
ら
し
の
た
め

に
、多
面
的
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
2
0
0
7
年
、健
康
の
自
主
管
理
活

動
を
行
う
団
体
で
設
立
。「
自
分
で
作
る

元
気
な
わ
た
し
」
を
テ
ー
マ
に
、
組
合

員
が
自
分
の
健
康
を
自
分
で
管
理
で
き

る
よ
う
、相
談
窓
口
⁄
ニ
ュ
ー
ス
配
布

⁄
講
座
・
学
習
会
開
催
な
ど
、
た
す
け

あ
い
活
動
の
一
環
と
し
て
役
立
つ
情
報

の
提
供
や
、
健
康
と
た
す
け
あ
い
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
の
お
手
伝
い
を

し
て
い
ま
す
。復
興
支
援
ま
つ
り
等
へ

の
参
加
や
団
体
間
の
情
報
交
換
も
行
っ

て
い
ま
す
。

健
康
・
医
療
推
進
協
議
会
と
は
？ 

ライフサポートW.Co樹(アーブレ)
W.Coあんず
健康づくりワーカーズ “ぱーとなー”
生活クラブアトピーネットワーク 
生活クラブ家庭薬膳の会
コミュニケーション “談”
エコロジカルコミュニティあおいほし 
(株)ウエルライフ 
オルタスクエア(株) 
住まいのW.Co＋one

参加団体の紹介
「健康つくり講座」の提供

漢方・ハーブ等を中心とした「あんず薬局」の運営

健康情報および健康講座の提供
薬に頼らないアレルギー改善の支援事業

日本型薬膳料理の研究、講座開催
東洋医学等の講座企画

せっけん・ヘナ等でエコ・健康ライフ提案
健康補助食品の共同購入・健康講座の開催
生活クラブ神奈川住まい部門の子会社
住まいや暮らしの相談対応

“たすけあい”

日時　2021年1月29日 金　14：00 ～16：00
会場　オルタナティブ生活館301
         ※地図は14ページ上部に掲載

自然に暮らす ～コロナ禍を経て～

企画のお知らせ

2000年に「ひきこもり」をテーマにした
小説『コンセント』(幻冬舎）を発表しベ
ストセラーに。社会問題を通して人間の
心の闇をテーマに広く執筆活動を展開。

講師    田口ランディさん

特別企画

健
康
・
医
療
推
進
協
議
会
が
紹
介
す
る

　
新
型
コ
ロ
ナ
の
世
界
的
蔓
延
は
望
ま
な
い
出
来
事
で
は
あ
り
ま
す
が
、自
分
た

ち
は
も
ち
ろ
ん
、大
き
く
世
界
、ひ
い
て
は
地
球
全
体
の
在
り
方
を
考
え
る
き
っ

か
け
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。私
た
ち
の
活
動
が
過
度
な
行
動
を
見

直
し
、誰
も
犠
牲
に
す
る
こ
と
の
な
い
生
き
方
の
ヒ
ン
ト
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト 

W
．Co 

樹

ア
ー
ブ
レ

「
新
型
コ
ロ
ナ
対
策　

免
疫
力
を
高
め
る
」
方
法

ツ
ボ
療
法
で
心
身
の
バ
ラ
ン
ス
を

健
康
づ
く
り
ワ
ー
カ
ー
ズ“

 

ぱ
ー
と
な
ー 

“

　
私
た
ち
は
コ
ロ
ナ
禍
で
、不
安
・
恐
怖
・
怒
り
・
悲
し
み
な

ど
負
の
感
情
に
晒
さ
れ
続
け
、免
疫
力
も
ダ
ウ
ン
し
が
ち

で
す
。
東
洋
医
学
に
は
「
養
生
」
と
い
う
考
え
方
が
あ
り
、

自
然
に
沿
っ
た
リ
ズ
ム
を
大
切
に
し
、心
身
の
バ
ラ
ン
ス

が
取
れ
て
い
る
状
態
に
あ
る
と
、生
命
力
に
溢
れ
精
神
的

に
安
定
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。養
生
を
現
代
に
置
き
換

え
る
と
、規
則
正
し
い
生
活
・
旬
の
食
物
・
適
度
な
運
動
・
気

分
転
換
な
ど
に
当
て
は
ま
り
ま
す
。

　
養
生
の
一
つ「
ツ
ボ
療
法
」に
は
、ス
ト
レ
ス
解
消
や
免

疫
力
ア
ッ
プ
の
ツ
ボ
と
し
て「
百
会
」が
あ
り
ま
す
。人
差

し
指
ま
た
は
中
指
の
腹
を
百
会
に
当
て
、
3
秒×

数
回
押

し
ま
す
。ま
た
就
寝
前
な
ど
に
ゆ
っ
く
り
呼
吸
を
し
て
体

を
整
え
ま
し
ょ
う
。穏
や
か
な
心
は
、不
安
を
呼
び
込
ま
ず

正
し
い
判
断
が
で
き
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
ま
す
。

ひ
ゃ
く
え

東洋
医学

｢

せ
っ
け
ん｣

で
手
洗
い

エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
あ
お
い
ほ
し

　
感
染
症
予
防
に
有
効
で
、
日
本
で
は
手

軽
に
で
き
る
「
手
洗
い
」。
15
秒
の
流
水
手

洗
い
で
99
％
の
ウ
イ
ル
ス
が
取
れ
る
そ
う

界面活性剤が油汚
れにくっついて…

油汚れを包み込
んで水のほうに
運び…

汚れが小さなつ
ぶになってとれる！

くらし

発
酵
食
品
を
食
べ
よ
う

　
感
染
症
や
生
活
習
慣
病
か
ら
体
を
守
る
た
め
に
は「
食
べ
物
の

選
び
方
」が
大
切
。腸
は
、食
べ
物
の
消
化
・
吸
収
・
排
泄
の
働
き

と
共
に
、免
疫
機
能
を
担
い
ま
す
。そ
れ
を
支
え
る
の
は
腸
内
細

菌
で
す
。好
物
の
食
物
繊
維
や
発
酵
食
品
が
豊
富
だ
と
、善
玉
菌

優
勢
の
腸
内
環
境
を
作
り
ま
す
。

　
例
え
ば
発
酵
食
品
の
味
噌
は
、大
豆
に
麹
と
塩
を
加
え
発
酵
さ

せ
て
作
り
ま
す
。発
酵
過
程
で
は
、抗
癌
作
用
・
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
低
下
・
血
糖
値
急
上
昇
の
抑
制
・
イ
ン
ス
リ
ン
の
分
泌
亢
進
な

ど
健
康
効
果
が
生
ま
れ
、同
時
に
善
玉
菌
が
活
性
化
。一
方
、腸

内
環
境
を
悪
玉
菌
の
天
下
に
す
る
の
は
、揚
げ
物
な
ど
高
脂
肪
食

で
す
。そ
こ
か
ら
悪
玉
菌
が
作
り
出
す
代
謝
物
は
免
疫
細
胞
を
傷

つ
け
、感
染
症
も
引
き
寄
せ
て
し
ま
い
ま
す
。

食

こ
う
し
ん

健
康
・
医
療
推
進
協
議
会
代
表　
神
馬 

純
江

百会

両耳の上端を結んだ

線と身体の真ん中が

交わる、頭頂部の少

しへこんだところ

で
す
が
、意
外
と
で
き
な
い
も
の
で
す
。洗
浄
剤
を
使
え
ば

よ
り
効
果
が
あ
り
ま
す
が
、合
成
洗
剤
の
多
用
で
手
荒
れ
が

起
こ
る
と
、却
っ
て
ウ
イ
ル
ス
が
侵
入
し
や
す
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
お
す
す
め
な
の
が
「
せ
っ
け
ん
」。「
せ
っ
け
ん
」

は
分
子
が
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
て「
あ
ぶ
ら
」を
取
り
囲
み
引

き
は
が
し
た
り
、ウ
イ
ル
ス
の
脂
肪
膜
を
壊
し
た
り
し
ま
す

が
、表
面
の
汚
れ
を
取
り
去
る
だ
け
で
細
胞
内
に
浸
透
し
な

い
の
で
、人
体
へ
の
影
響
は
小
さ
い
で
す
。ま
た
洗
い
流
す

瞬
間
か
ら
生
分
解
が
始
ま
る
の
で
、環
境
へ
の
影
響
も
小
さ

い
の
で
す
。し
っ
か
り
泡
立
て
て
手
を
洗
い
、泡
を
流
す
こ

と
を
2
回
行
う
の
が
お
す
す
め
で
す
。

し
っ
く
い

☎ 045-476-1105　FAX  045-476-1106
       info@a-sq.co.jp

11月24日(火)
9：00より申込順会場20名

オンライン(zoom)聴講100名
定員

参加費　無料

人から人へ受け継
ぐ

       伝
承療法・暮らしの

知恵も、
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組合員の参加でつくるたすけあいの取り組みを紹介します



組合員の参加でつくるたすけあいの取り組みを紹介します

2020年 11・12月号 122020年 11・12月号13

情報誌
「オプティマム」

情報誌
「参加システム」

 2020年度｢地域ケア力アップ研修｣ 中止のお知らせ
機関紙「えぽ」20年5.6月号で予告した9月以降の地域ケア力アップ
研修は、新型コロナ感染拡大により、全て中止といたしました。

WEB申込み
はこちら

「研究フォーラム2020」のご案内

－withコロナの時代と新しい社会の創造－
　コロナ禍の中、社会にある不平等やジェンダー、民族、国籍などに
よる分断・差別があらわになっています。分断でなく、多様性を力に平
和と安心を享受できる「社会づくり」に向けて、「withコロナの時代の
新しい社会の創造」をテーマに開催します。ぜひご参加ください。

  日  時　  12月7日(月)13:30 ～15:30
開催方法    オンラインによるライブ配信
 参加費      無料
  主  催　   研究フォーラム2020実行委員会
 申込み      参加型システム研究所
                 ☎ 045-222-8720

～誰もが生きやすい多文化共生社会をめざして～

    内  容
　基調講演
「人びとの営みを守りあう新しい共同の世界をつくる」
内山 節氏(哲学者)

　今年はコロナ禍の中で県内の協同組合等で構成する実行委員会が始まり、初のオンライン
企画となりました。コロナ禍の中で見えてきた多文化社会について学びます。多文化といえど
も数多くの課題があり、協同の力で何ができるか共に考える場としていきたいと思っています。

生活クラブ運動グループが協同で設立した市民立のシンクタンク NPO法人
参加型システム研究所

参
加
型
シ
ス
テ
ム
研
究
所
と
は
？

　
2
0
0
1
年
、
市
民
の
参
加
で
市
民
社
会
を
強
め
て
い
く
こ
と
を
目
指
し

て
、生
活
ク
ラ
ブ
や
神
奈
川
ワ
ー
カ
ー
ズ
・
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
連
合
会
、N
P
O

法
人
ワ
ー
カ
ー
ズ
・
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
協
会
、(

社
福)

い
き
い
き
福
祉
会
な
ど
の

生
活
ク
ラ
ブ
運
動
グ
ル
ー
プ
が
設
立
し
ま
し
た
。生
活
ク
ラ
ブ
か
ら
は
、生
活

ク
ラ
ブ
神
奈
川
と
５
つ
の
地
域
生
協
の
組
合
員
リ
ー
ダ
ー
な
ど
が
理
事
と
し

て
運
営
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
幅
広
い
分
野
に
わ
た
る
課
題
や
事
象
を
対
象
と
し
た
調
査
・
研
究
を
行
い
、

そ
の
成
果
の
共
有
を
通
し
て
市
民
参
加
に
よ
る
解
決
策
を
社
会
に
提
示
し
て

い
く
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　
地
域
ケ
ア
力
ア
ッ
プ
研
修
、参
加
型
福

祉
リ
ー
ダ
ー
講
座
「
共
育
塾
」、
介
護
職

員
初
任
者
研
修
な
ど
、地
域
活
動
に
役
立

つ
研
修
を
企
画
・
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、学
生
・
組
合
員
等
を
対
象
と
し

た
、生
活
ク
ラ
ブ
主
催『
神
奈
川
大
学
生

活
ク
ラ
ブ
寄
付
講
座
』(

2
0
2
0
年
度

は
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
中
止)

を

2
0
1
2
年
よ
り
開
催
し
、参
加
型
シ
ス

テ
ム
研
究
所
が
企
画
・
運
営
を
担
っ
て
い

ま
す
。協
同
組
合
等
が
め
ざ
す
社
会
の
方

向
性
、実
践
、可
能
性
等
に
つ
い
て
生
協

研
究
者
、
生
活
ク
ラ
ブ
組
合
員
や
職
員
、

生
活
ク
ラ
ブ
運
動
グ
ル
ー
プ
関
連
の
講

師
が
講
義
し
、好
評
を
得
て
い
ま
す
。

　
隔
月
発
行
の
情
報
紙
「
参
加
シ
ス
テ

ム
」
は
、
食
、
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
子

ど
も
、人
権
、民
主
主
義
な
ど
多
岐
に
わ

た
る
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
季
刊
情
報
紙
「
オ
プ
テ
ィ
マ
ム
」

を
発
行
し
、
既
存
の
福
祉
シ
ス
テ
ム
だ

け
に
よ
ら
な
い
自
主
的
な
市
民
活
動
の

先
進
事
例
な
ど
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

市民に役立つこんな活動もしています！

研
修
・
講
座
を

多
様
に
開
催

さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
で

情
報
発
信

調査・研究の
他に

実行委員
大久保 明美

　てい談
「withコロナの時代における多文化共生社会の課題
と展望」
内山 節氏、鈴木 江理子氏(国士館大学教授)、
海田 祐子氏(WE21ジャパン理事長)
● コーディネーター 菅原 敏夫氏
                           ((公財)地方自治総合研究所研究員)

今号から3号連続で、識者のみなさんから新型
コロナがあらわにした問題について、ご寄稿いた
だきます。第1回目のテーマは「食」です。

21 世
紀の

学校
Visio

n

生活クラブセミナー
くらしの玉手箱

特別企画 見つめなおそう
　「いま」の暮らし

見
か
け
で
は
な
い

見
か
け
で
は
な
い

の
変
革
に
向
け
て

食「くらしの玉手箱」って？
食・暮らし方・政治など、様々な分野
に興味を持つ組合員が学ぶ機会として
開催されるセミナー。まずは知ること
から始め、問題解決に取り組むきっか
けとすることを目指しています。

４月に発表された「パンデミッ
クを生きる指針」が大きな反
響を呼んだ藤原さん。「歴史
から見た、食と新型コロナウ
イルス」と題してご講演いた
だきました。参加者からは、
「新型コロナと食の問題が実
は密接な関係にあることが
わかり、生活クラブの食の
自給圏づくりの活動に自信を
持つことができた」との感想
が寄せられました。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
食
の
風
景
が
変
わ
っ
た
。
外
食

が
減
っ
た
。
飲
み
会
が
減
っ
た
。あ
ち
こ
ち
に

リ
ュ
ッ
ク
を
背
負
っ
た
配
達
員
が
自
転
車
で

走
り
回
り
、
家
庭
に
外
食
の
味
を
運
ん
だ
。
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
や
ビ
ー
ル
や
酎
ハ
イ
の
缶
が

家
庭
用
ゴ
ミ
袋
を
圧
迫
し
た
。
他
方
で
、
家
庭

で
料
理
を
す
る
機
会
も
増
え
た
。と
り
わ
け
テ

レ
ワ
ー
ク
従
事
者
は
、
満
員
電
車
に
揺
ら
れ

る
時
間
を
ベ
ラ
ン
ダ
の
鉢
植
え
い
じ
り
や
料
理

の
時
間
に
回
す
こ
と
が
で
き
た
。

　

し
か
し
、こ
の
よ
う
な
変
化
は
地
球
上
の
例

外
的
な
現
象
で
し
か
な
い
。
大
量
に
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
容
器
が
在
庫
に
あ
る
飲
食
店
に
事
欠

か
ず
、
飲
食
店
に
投
じ
ら
れ
る
お
金
を
持
ち
、

テ
レ
ワ
ー
ク
が
可
能
で
あ
る
人
と
は
つ
ま
り
、

東
京
を
は
じ
め
と
す
る
大
都
市
に
住
む
、一
定

以
上
の
収
入
を
持
つ
人
間
だ
け
だ
。

　

以
上
の
変
化
を
「
日
本
の
食
の
変
化
」
や

「
新
し
い
生
活
様
式
」
と
考
え
る
こ
と
を
拒
絶

す
る
こ
と
。
私
は
、こ
れ
が
来
る
べ
き
食
の
世

界
を
思
い
描
く
た
め
の
前
提
で
あ
る
と
考
え

る
。コ
ロ
ナ
禍
で
学
校
給
食
と
子
ど
も
食
堂

が
閉
ざ
さ
れ
た
こ
と
が
、ど
れ
だ
け
の
ひ
と
り

親
や
、
働
く
だ
け
で
そ
の
日
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
全

て
を
費
や
す
よ
う
な
親
を
苦
し
め
て
き
た
の

か
。コ
ロ
ナ
禍
の
最
中
で
も
電
車
で
通
い
続

け
、
電
気
・
ガ
ス
・
水
道
・
地
下
鉄
の
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
を
し
、
介
護
・
保
育
・
看
護
を
続
け
た
人

び
と
に
、
ど
れ
ほ
ど
の
飲
食
店
の
テ
イ
ク
ア
ウ

ト
を
購
入
す
る
余
裕
が
あ
っ
た
の
か
。そ
も
そ

も
食
料
が
行
き
渡
ら
な
い
世
界
各
地
の
ス
ラ

ム
は
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
に
耐
え
ら
れ
る
ほ
ど
の
食

べ
物
を
備
蓄
し
て
い
た
の
か
。
日
本
の
外
食
を

支
え
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
パ
ー
ム
ヤ
シ
の
農
業

労
働
者
、フ
ィ
リ
ピ
ン
の
バ
ナ
ナ
農
園
の
農
業

労
働
者
、そ
し
て
日
本
の
農
村
の
外
国
人
労

働
者
が
働
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
日
本

の
大
手
商
社
や
大
手
小
売
店
に
勤
務
す
る
テ

レ
ワ
ー
ク
従
事
者
が
パ
ソ
コ
ン
の
画
面
か
ら
発

注
し
た
か
ら
で
は
な
か
っ
た
の
か
。

　

過
度
な
食
の
商
品
化
と
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の

代
わ
り
に
、
食
の
公
平
と
正
義
を
求
め
る
運

動
が
、そ
の
存
在
感
を
増
し
つ
つ

あ
る
。
利
潤
よ
り
も
理
念
、
競

争
よ
り
も
共
存
を
重
視
す
る
協

同
組
合
も
ま
た
、
そ
の
存
在
を

か
け
た
試
験
が
現
在
進
行
中
だ

と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。
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